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利根川･江戸川有識者会議“中途打ち切り”  虚偽・捏造、続々露呈。  

火消し・もみ消し大わらわ、関東地整たまらず牙をむく。  

3月 18日、利根川・江戸川有識者会議は、関東地整の手で強引に幕引きとなりました。同
会議は 2006年から「利根川水系有識者会議」として水系 5ブロックで発足。「利根川水系河
川整備計画」を 4 回に亘り討議していました。しかし 2008 年理由も無く中断。昨年 9 月、
会議名称から水系を外し、利根川･江戸川の本川に限って再開されてきました。ところが再開

としながらも河川整備計画の内容は変えられ、会議は関東地整による“八ッ場ダム建設への

アリバイづくり”という傲慢なものでした。 
傲慢故に隙もありました。再開した会議には、ダム懐疑派の大熊孝新潟大名誉教授、関良

基拓大准教授が新たに参加、その“防波堤”として小池俊雄東大大学院教授を加えたものの、

河川整備計画の根幹をなす「カスリーン台風の流出モデル」の非科学性、裏付けとなる「氾

濫地図」の捏造が露呈。関東地整はひたすら火消しに追われ、追い詰められていました。 
「小池先生。あなたは歴史に責任を持たねばならない」  有識者の仮面を剥いだ大熊発言。  

幕切れは印象的でした。大熊委員の発言「私は、利根川治水計画は永遠に完成しないと思

います。今の計画ではダムはあと 10個ぐらい必要です。そういう国交省や河川工学の在り方
は非常に問題があるんです。最後に、小池先生にお聞きしたい。あなたは現実のカスリーン

台風の実績洪水流量に関して説明できなかった。そういう流量解析をもって基本高水 22000
㎥/秒は妥当と言いきってしまった。これは学問上の勇み足です。あなたには日本学術会議と
して、これまでの在り方を変えられるチャンスがあった。でもお墨付きを与えてしまった。

学問は現実の社会との応答の中で存在しているのであって、あなたがお墨付きを与えたこと

で、物事は進み八ッ場ダムはつくられるでしょう。でも治水計画は永遠に完成しない。小池

先生。あなたは歴史に責任を持たねばならない」。※※小小池池委委員員はは日日本本学学術術会会議議基基本本高高水水分分科科会会

委委員員長長ととししててカカススリリーーンン台台風風のの流流出出モモデデルルをを検検証証、、利利根根川川のの基基本本高高水水をを妥妥当当とと報報告告。。（発言は編

者要約） 
打ち切りの理由は、八ッ場ダム本体工事の早期着工。  

発端は、一昨年の暮れ八ッ場ダム継続が決まり、本体関連予算がついた折、時の藤村官房

長官が八ッ場ダム本体工事予算執行の条件として下した裁定にあります。以下、その裁定を

クリアするために河川官僚は何を企んだか。有識者会議での意見の抜粋と合わせ記します。 
11））22001111 年年 1122 月月：：藤藤村村官官房房長長官官裁裁定定（（22 条条件件ののひひととつつ））   
「利根川水系の河川整備計画を早急に策定し、建設の根拠としてきた河川整備計画相当の目

標流量を再検証する」 
22））22001122 年年 55～～66 月月：：利利根根川川･･江江戸戸川川のの治治水水対対策策にに係係わわるる目目標標流流量量にに関関すするる意意見見公公募募   
	 これまでの「利根川･江戸川河川整備計画メニュー」の治水安全度 1/50を 1/70～1/80へ。 
目標流量を15000㎥/秒を17000㎥/秒に引き上げて意見公募。90％以上の批判意見を無視。 

33））22001122 年年 99 月月 2244 日日：：第第 11 回回利利根根川川･･江江戸戸川川河河川川整整備備計計画画関関係係都都県県会会議議   
	 1都 5県より上記の治水安全度、目標流量の合意取り付け。 
44））22001122 年年 99 月月 2255 日日：：第第 55 回回利利根根川川･･江江戸戸川川有有識識者者会会議議 ((再再開開 ))  以下有識者会議  
討討議議事事項項「「治治水水対対策策にに係係わわるる目目標標流流量量」」   

	 何故これまでと数値を変えたのか。何故 2008年から中断していたのか。疑問、質問噴出。 



55））22001122 年年 1100 月月 44 日日：：第第 66 回回有有識識者者会会議議   「「治治水水対対策策にに係係わわるる目目標標流流量量」」   
	 何故利根川水系全体をしないのか。環境問題などは何故討議しないのか。この治水対策に

どれだけの投資が必要なのか、現在の財政規模で考えているのか、将来の財政が耐えられ 
るのか。「氾濫図」は捏造だ。などなど続出。 

66））22001122 年年 1100 月月 1166 日日：：第第 77 回回有有識識者者会会議議   「「治治水水対対策策にに係係わわるる目目標標流流量量」」   
	 大熊委員…捏造が判明した「氾濫図」の廃棄要求。野呂委員…氾濫現地を実地に見て大熊

発言を支持。大熊・関委員…カスリーン台風の流出計算の非科学性を追求。小池委員…日 
本学術会議での手順の説明に終始。※この後、連続 9回説明も無く延期を繰り返す。 

77））22001133 年年 11 月月 2299 日日：：利利根根川川水水系系利利根根川川･･江江戸戸川川河河川川整整備備計計画画 ((原原案案 ))のの公公表表。。   
	 有識者会議延期の最中、議論沸騰中の「治水対策案」を基にした河川整備計画原案を公表。

姑息にも利根川江戸川の前に“利根川水系”をつけて利根川水系全体の計画を装う。 
88））22001133 年年 22 月月～～33 月月：：関関係係すするる住住民民かかららのの意意見見募募集集   
	 河川整備計画への意見募集を先行。有識者会議の議論を“後の祭り”にしてしまう算段。 
99））22001133 年年 22 月月 1144 日日：：第第 88 回回有有識識者者会会議議「「河河川川整整備備計計画画原原案案ににつついいてて」」   
	 何故連続して延長したのか。何故議論が未消化の治水対策案を河川整備計画原案にしたの 
か。目標流量 17000はおかしいではないか。中規模洪水と大規模洪水から求めた係数(K、 
P)が違うことは国交省も認めたではないか。等など続出。回答できず。 

1100））22001133 年年 22 月月 2211 日日：：第第 99 回回有有識識者者会会議議「「河河川川整整備備計計画画原原案案ににつついいてて」」   
	 絶滅を危惧される「うなぎ」など生物多様性の視点がない。貯留関数法の計算式がいかに

おかしいか物理学者の富永氏を参考人として呼びたい。国は恣意的に操作できる貯留関数 
	 法で雨水の流出・保水力を操作してきた。 
1111））22001133 年年 33 月月 88 日日：：第第 1100 回回有有識識者者会会議議「「河河川川整整備備計計画画原原案案ににつついいてて」」   
	 物理学者の富永氏の招へい不採用。日本学術会の流出モデル、東大と京大のモデルは森林 
	 の保水力が小さかった昭和 33、34年洪水で証明できるが、保水力が上がった平成 10年洪 
	 水では大きな誤差が生ずる。平成 10年洪水で計算し直したらどうか。岡本新潟大元名誉教 
	 授の資料(通信-84参照)では、昭和 48年当時八斗島の流量は 15000で進めていたが、突然 
国の側が 17000に変えたとしている。それをどう受け止めているのか。 

1122））22001133 年年 33 月月 1188 日日：：第第 1111 回回有有識識者者会会議議「「河河川川整整備備計計画画原原案案ににつついいてて」」   
	 河川整備計画原案は有識者会議・住民の意見を反映させて修正するのか。小池委員…流出

解析の 21100と推定流量の 17000の乖離は検証できない。関委員…その通りだ。認めたで
はないか。宮村座長終了発言。冒頭の記事へ。 

有識者会議は、河川官僚の強引な議事運営により幕引きとなりましたが、河川整備計画案の 
虚偽は明らかにされ、国交省も日本学術会議の小池委員も認めざるを得ませんでした。河川 
整備計画はこれから粛々と進められ、八ッ場ダムの本体工事予算は付けられてしまうでしょ 
う。でも、ここで明かされた虚偽・捏造は議事録に碑のように残され、この国の民主主義を 
目覚めさせる礎となるでしょう。何よりも八ッ場ダムは本体工事に入れる状況になく、完成 
は 2020年より先のことになるでしょう。私たちの戦いはまだまだ意味を持ち続けます。 
 

訃報   近藤欣子さんがお亡くなりになりました。  

3 月 28 日、本当に突然のことでした。近藤さんは八ッ場ダムをストップさせる茨城の会、
茨城県の水問題を考える市民連絡会の共同代表を務められ、私たちの運動の先頭に立ってご

尽力くださいました。悲しみの中で思い浮かぶのは、明るい笑顔で包み込むようにリーダー



シップを発揮されお姿です。「近藤さん有難うございました。ご冥福をお祈りいたします」 
東京控訴審「不当判決」  

司法判断を放棄。新事実を一顧だにせず。都の主張を丸呑み。 
	 3月 29日、東京控訴審の判決が東京高裁 101法廷で大竹裁判長より下されました。判決は
公金の支出の先行行為(支出する理由)が不当であるという控訴人(原告)の訴えを無視。都知事
や水道局長が国からの「支払い請求」を拒絶する権限はないとして、控訴人が積上げてきた

利水・治水などの科学的データを一顧だにせず退けました。以下抗議声明をご参照ください。 
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第 1回八ッ場ダム茨城控訴審口頭弁論  

日時：5 月 21 日(火)午後 3時 30 分開廷  

場所：東京高等裁判所 825 号法廷（地下鉄千代田線「霞が関」A-1 出口徒歩 1分）  

 
八ッ場ダムをストップさせる茨城の会   代表：濱田篤信   船津寛   柏村忠志  
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